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NY マーケットレポート（2016 年 1 月 18 日) 
海外市場では、序盤の欧州主要株価が堅調な動きとなったことを受けて、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、相対的に安全な通貨とされる

円を売ってドルを買う動きが先行した。ただ、米国市場が祝日で休場となったこともあり、方向感に欠ける動きとなった。その後、材料に乏し

い中、欧州主要株価がマイナス圏まで下落したことを受けて、ドル円・クロス円は上値の重い動きが続いた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

22：00 

ドル/円 117.36  ユーロ/円 127.85  ユーロ/ドル 1.0897 

 

22：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 5803.10 -1.00 
ダウ 

先物ミニ 
15955 +43 

 

 

仏 CAC40 4206.16 -4.00 
S&P 

500 ミニ 
1879.25 +4.25 

 

 

独 DAX 9545.50 +0.23 
NASDAQ 

100 ミニ 
4155.50 +14.75 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

本日の米国市場は、キング牧師生誕記念日の祝日で株式や債券のほか、NYMEX を含む CME グループの各取引市場が休

場。 

 

Martin Luther King, Jr. Day（マーティン・ルーサー・キング、ジュニア・デー）は、キング牧師の誕生日（1 月

15 日）を記念する祝日。1 月 15 日にちなみ 1986 年から 1 月の第 3 月曜日が記念日とされている。キング牧師は、

アトランタ出身の黒人市民権活動家。バプテスト教会の牧師として人種の法的平等を目指した公民権運動を推進。 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月ポーランド消費者物価指数（除く食品・エネルギー）前月比 0.0％（予想 0.0%・前回 -0.1%） 

 

12 月ポーランド消費者物価指数（除く食品・エネルギー）前年比 0.2％（予想 0.2%・前回 0.2%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ポイント≫  

 

OPEC（石油輸出国機構）が公表した 1 月の月報によると、2015 年１0-12 月期の国際石油市場における供給過剰分は

日量 134 万バレルで、前期の 169 万バレルから減少した。2016 年についても、OPEC 非加盟国の 8 年ぶり減産で、OPEC

産原油への需要が増加すると見込まれた。国際石油市場の供給過剰は足元で原油相場を圧迫しているが、2015 年 4-6

月期の直近ピーク（日量 269 万バレル）からは縮小基調にある。 

 

また、2015 年まで 7 年連続で増加していた非 OPEC 諸国の石油生産量が 2016 年、投資の大幅圧縮を背景に減少に転

じると予想した。月報によると非OPEC生産量は前年比で日量66万バレル減の日量5621万バレルに落ち込む見通し。

中でもシェールオイルの生産活発化で供給増をこれまでけん引していた米国が、日量 38 万バレル減の日量 1350 万

バレルにとどまる。 
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OPEC 月報は、世界の石油需要は 2016 年に前年比で日量 126 万バレル増の日量 9417 万バレルと、増加基調を維持す

る。この結果、OPEC 産原油への需要は 2016 年、日量 3165 万バレルとなり、前月の見通し（日量 3084 万バレル）か

ら増加が予測された。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

スウェーデン中銀が公表した緊急理事会の議事要旨によると、フローデン副総裁が為替介入について、効果的では

なく中銀の財務状況を悪化させる恐れがあるとの見解を示した。また「為替レートに明確な影響を及ぼすためには

長期にわたって広範な介入が必要になる」とした上で「しかし、これは中銀のバランスシートと株式に相当のリス

クをもたらす」とし、「今後数年間で通貨クローナが上昇する見込みであることを踏まえるとなおさらだ」と指摘

した。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 5779.92 -24.18 

仏 CAC40 4189.57 -20.59 

独 DAX 9521.85 -23.42 

ストック欧州 600指数 328.64 -1.20 

ユーロファースト 300指数 1293.29 -3.81 

スペイン IBEX35指数 8469.30 -74.30 

イタリア FTSE MIB 指数 18686.86 -509.08 

南ア アフリカ全株指数 46876.62 -83.75 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、原油価格の下落や、中国経済の先行き警戒感が圧迫材料となり、主要株価は軒並み下落となった。

英 FT は約 3 年 2 ヵ月ぶりの安値で引けた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ 欧州債券市場 ≫ 

 

欧州債市場は、ポルトガルの国内金融システムへの不安を背景に、同国債が下落。10 年物国債のドイツ国債に対す

る上乗せスプレッドは 222bp と、昨年 7 月以降の最大に拡大した。ポルトガル 10 年債利回りは前週末比 4bp 上昇の

2.77％。一時は 2.78％と 11 月 13 日以来の高水準に達した。 

 

 

≪ポイント≫  

 

イランのロウハニ大統領が来週イタリアとフランスを訪問すると外交筋が明らかにした。欧米の制裁解除発表後初

めての欧州訪問となる。大統領は 25 日にイタリアを訪れ、マッタレッラ大統領、レンツィ首相のほか財界人らと会

談、26 日にローマ法王フランシスコと会い、27 日にパリに向かうという。ロウハニ大統領の訪欧は当初、昨年 11

月に予定されていたが、パリの同時多発攻撃を受けて取りやめとなっていた。 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 休 場    

S&P500種 休 場    

ナスダック 休 場    

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、祝日のため休場。 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 117.33  117.42  117.27  

EUR/JPY 127.83  127.90  127.62  

GBP/JPY 167.05  167.86  167.03  

AUD/JPY 80.47  80.85  80.43  

NZD/JPY 75.62  75.82  75.56  

EUR/USD 1.0898  1.0901  1.0870  

AUD/USD 0.6860  0.6892  0.6856  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米主要市場が祝日で休場となり、新規材料に乏しい中、小動きの展開が続いた。ただ、アジアや

欧州市場の株価下落などが影響して、ドル円・クロス円は上値の重い動きが続いた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこと、独自に

加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容については万全を期しておりま
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切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの
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